




 <目的>

　Rolando領域に発作波を有する小児のてんかんは思春期以後は発作が消失し,

予後良好といわれている。しかし乍らこれらの患者を実際にみていると薬物療

法に抵抗を示すものがあり,同じく予後良好とされる小発作に比し薬物に対す

る速かな反応を得難い。また昭和 50 年に行ったわれわれの調査では予後追跡

期間が短いこともあって,発作消失率は 56%,脳波上の発作波消失は 37%に過ぎ

なかった。従って今回予後の再調査を行なった。


